
明
治
維
新
か
ら
遠
く
な
い
一
八
九
〇
年
に
播
州
赤
穂
に
始
ま
り
、

大
阪
淀
川
の
ほ
と
り
で
展
開
さ
れ
た
、児
童
保
護
事
業
・
博
愛
社
。

身
寄
り
の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、夜
学
校
や
里
預
け
、

母
子
の
た
め
の
家
、敗
戦
後
は｢

戦
災
孤
児
」の
支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

一
世
紀
を
超
え
る
活
動
の
歴
史
に
お
い
て
、一
時
期
は
岡
山
孤
児
院

と
提
携
し
、関
係
者
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
や
中
国
で
も
施
設
を
開
設
し
た
。

膨
大
な
貴
重
資
料
群
を
も
と
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
研
究
の
集
大
成
が

『
大
阪
児
童
福
祉
の
先
駆
　
博
愛
社
の
史
的
研
究
』で
あ
る
。

創
始
者
・
小
橋
勝
之
助
が
刊
行
し
た
機
関
誌『
博
愛
雑
誌
』も
同
時
刊
行
！

社
会
福
祉
史
研
究
に
必
須
の
資
料
と
し
て
二
書
を
提
供
す
る
。
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明
治
維
新
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な
い
一
八
九
〇
年
に
播
州
赤
穂
に
始
ま
り
、

大
阪
淀
川
の
ほ
と
り
で
展
開
さ
れ
た
、児
童
保
護
事
業
・
博
愛
社
。

戦
災
孤
児
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支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

史
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研
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関
連

年
表

内容
見本

本
書
『
大
阪
児
童
福
祉
の
先
駆
博
愛
社
の
史
的
研

究
』
は
、
博
愛
社
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
の
成
果
と

し
て
高
く
評
価
で
き
る
研
究
書
で
す
。
第
１
部
の「
博
愛

社
の
中
心
人
物
」
で
は
、
小
橋
勝
之
助
、
小
橋
実
之
助
、

小
橋
カ
ツ
ヱ
、
林
歌
子
な
ど
を
取
り
上
げ
、
第
２
部
の

「
博
愛
社
の
事
業
」
で
は
、
入
社
児
童
の
概
況
、
私
立
博

愛
社
普
通
学
校
、
私
立
愛
隣
夜
学
校
、
鳴
尾
記
念
母
の

家
、「
里
預
け
」な
ど
を
浮
き
彫
り
に
し
、
第
３
部
の「
博

愛
社
史
研
究
の
周
辺
と
そ
の
可
能
性
」
で
は
、
地
域
か

ら
世
界
に
展
開
さ
れ
た
博
愛
社
の
活
動
等
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
章
で
は
、『
小
橋
勝
之
助
日
誌
』『
博

愛
雑
誌
』
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
資
料
に
基
づ
き
、
多

面
的
か
つ
俯
瞰
的
に
博
愛
社
の
成
り
立
ち
や
事
業
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
関
係
性
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
濃

尾
地
震
の
際
に
震
災
孤
児
収
容
所
を
設
置
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
博
愛
社
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
博
愛
社
の
実
像
を
解
明
す
る
研
究
書
が
世
に
問

わ
れ
る
こ
と
を
、
社
会
福
祉
の
歴
史
を
学
ぶ
者
の
一
人

と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
か
ね
こ
・
こ
う
い
ち
）

年

事
項

１
８
９
０

（
明
治
23
）
兵
庫
県
赤
穂
郡
矢
野
村
瓜
生
（
現
相
生
市
）
に
小
橋
勝
之

助
（
26
歳
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
た
っ
て
、
貧
し
い

家
庭
の
子
ど
も
た
ち
を
育
む
施
設
と
し
て
博
愛
社
を
設
立

機
関
誌
『
博
愛
雑
誌
』
創
刊

１
８
９
１

博
愛
社
、
岡
山
孤
児
院
と
合
同
事
業
に
な
る

『
博
愛
雑
誌
』
終
刊

１
８
９
２

林
歌
子
、
博
愛
社
に
加
わ
る

１
８
９
３

小
橋
勝
之
助
永
眠
。
弟
の
実
之
助（
20
歳
）が
後
継

１
８
９
４

大
阪
市
外
大
仁
村
（
現
大
阪
市
北
区
）、
阿
波
松
之
助
方
に

移
転

１
８
９
９

大
阪
府
西
成
郡
神
津
村
（
現
在
の
淀
川
区
十
三
）
に
あ
る

約
４
、０
０
０
㎡
の
土
地
に
新
社
屋
完
成（
現
在
地
）

社
団
法
人
組
織
に

１
９
０
０

私
立
愛
隣
夜
学
校
設
立

１
９
１
１

乳
児
の
里
子
預
け
が
盛
ん
に
な
る

１
９
２
３

乳
児
園
落
成

１
９
２
９

（
昭
和
４
）
鳴
尾
記
念
母
の
家
、
創
設

１
９
３
３

小
橋
実
之
助
永
眠
。
妻
・
小
橋
カ
ツ
ヱ
が
後
継

１
９
３
４

室
戸
台
風
に
よ
り
教
会
堂
が
全
壊
。
翌
年
再
建

１
９
３
７

出
征
軍
人
遺
家
族
の
た
め
の
母
子
ホ
ー
ム
開
設

１
９
４
６

林
歌
子
永
眠

１
９
４
８

児
童
福
祉
法
に
よ
る
養
護
施
設
に

１
９
６
４

小
橋
カ
ツ
ヱ
永
眠

１
９
６
９

学
校
法
人
博
愛
社
学
園
幼
稚
園
開
設

１
９
７
０

博
愛
社
保
育
園
開
設

１
９
９
８

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
博
愛
の
園
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
く
あ

い
開
設

２
０
１
９

（
令
和
１
）
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
博
愛
社
こ
ど
も
園
」開
設

２
０
２
３

児
童
養
護
施
設
「
博
愛
社
い
ず
み
」開
設
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と
っ
て
重
要
な
近
代
化
政
策
を
遂
行
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
文
明
国
家
を
め
ざ
し
﹆
都
市
を
中
心
に
近
代
化
し
て
い
く
政
策
で
あ
っ

た
が
﹆
国
内
で
は
衛
生
﹆
病
気
﹆
非
行
﹆
犯
罪
﹆
罪
囚
﹆
孤
児
の
問
題
﹆
貧
困
問
題
や
﹁
監
獄
と
遊
廓
﹂
と
呼
ば
れ
た
社
会
問
題
が

浮
上
す
る（

（
（

。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
窮
民
対
策
と
し
て
一
八
七
四
年
に
恤
救
規
則
が
唯
一
の
公
的
扶
助
立
法
と
し
て
法
制
化
さ
れ

た
が
﹆
そ
の
内
実
は
き
わ
め
て
制
限
主
義
的
か
つ
有
名
無
実
な
も
の
で
あ
り
﹆
そ
の
後
﹁
窮
民
救
助
法
案
﹂
が
第
一
回
帝
国
議
会
に

提
出
さ
れ
た
が
廃
案
と
な
っ
た
。
し
か
し
国
家
に
代
わ
っ
て
現
実
的
な
救
済
や
保
護
を
目
的
と
し
た
﹆
民
間
の
慈
善
事
業
が
勃
興
し

て
い
っ
た
。
留
岡
幸
助
が
﹃
慈
善
問
題
﹄︵
一
八
九
八
︶
を
刊
行
し
﹆
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
﹆
い
わ
ゆ
る
﹁
慈
善

事
業
の
時
代（

（
（

﹂
と
呼
ば
れ
る
状
況
を
現
出
さ
せ
﹆
福
祉
を
志
向
す
る
多
く
の
団
体
︵
結
社
︶
が
設
立
さ
れ
﹆
福
祉
施
設
が
創
設
さ
れ

て
い
っ
た
。

　
具
体
的
に
児
童
関
係
の
主
な
施
設
の
歴
史
を
一
瞥
し
て
も
﹆
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に
か
け
て
岡
山
孤
児
院
﹆
神
戸

孤
児
院
﹆
上
毛
孤
児
院
﹆
東
京
孤
児
院
﹆
東
京
感
化
院
﹆
家
庭
学
校
等
の
創
設
が
み
ら
れ
る（

（
（

。
博
愛
社
も
こ
う
し
た
時
代
に
創
設
さ

れ
た
施
設
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
﹆
博
愛
社
史
の
研
究
は
岡
山
孤
児
院
や
上
毛
孤
児
院
﹆
家
庭
学
校
等
の
施
設
と
比
較
す
る
と
﹆

ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
唯
一
﹆
西
村
み
は
る
﹃
社
会
福
祉
実
践
思
想
史
研
究
﹄︵
ド
メ
ス
出
版
﹆
一
九
九
四
︶
が
あ
る
が
﹆

そ
の
研
究
も
博
愛
社
の
初
期
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

（
（

。

　
と
こ
ろ
で
﹆
博
愛
社
と
い
う
と
一
八
七
七
︵
明
治
一
〇
︶
年
﹆
佐
野
常
民
と
大お

給ぎ
ゅ
う

恒ゆ
ず
るの

尽
力
に
よ
る
西
南
戦
争
時
の
負
傷
兵
の
救

護
を
目
的
と
し
た
同
名
の
団
体
を
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。
そ
の
博
愛
社
は
一
八
八
七
︵
明
治
二
〇
︶
年
に
日
本
赤
十
字
社
と

改
名
さ
れ
る（

（
（

。
そ
し
て
五
年
後
の
一
八
九
〇
︵
明
治
二
三
︶
年
に
小
橋
勝
之
助
が
福
祉
に
関
わ
る
結
社
﹆
博
愛
社
を
創
設
す
る
こ
と

に
な
る（

（
（

。
当
初
﹆
赤
十
字
社
の
前
身
た
る
博
愛
社
は
負
傷
兵
の
治
療
を
中
心
に
し
た
医
療
事
業
を
目
的
と
し
た
が
﹆
小
橋
が
構
想
し

た
博
愛
社
は
﹆
創
設
時
﹆﹁
七
つ
の
事
業
﹂
の
具
体
化
を
目
指
し
﹆
そ
の
思
想
の
賛
同
者
た
ち
を
中
心
に
博
愛
社
事
業
に
関
わ
っ
て

い
く（

（
（

。
こ
の
博
愛
社
こ
そ
が
現
在
の
社
会
福
祉
法
人
博
愛
社
の
前
身
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
民
間
の
福
祉
施
設
は
慈
善
事
業
の
創
設
者
の
努
力
と
共
に
﹆
そ
れ
を
支
え
た
多
く
の
人
々
が
存
在
し
﹆
現
今
の
﹁
社
会

く
こ
こ
に
寓
居
し
﹆
苦
労
に
耐
え
博
愛
社
の
存
続
と
発
展
を
期
し
た
。
そ
し
て
九
九
︵
明
治
三
二
︶
年
﹆
現
在
の
地
に
博
愛
社
を
移

し
た
。
そ
の
後
﹆
こ
の
地
で
台
風
﹆
大
水
﹆
地
震
等
の
自
然
災
害
﹆
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
の
大
阪
大
空
襲
﹆
阪
神
・

淡
路
大
震
災
等
々
を
く
ぐ
り
抜
け
﹆
今
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
奇
跡
的
に
被
災
を
免
れ
た
多
く
の
史
資
料
︵
以
下
﹆
資
料
︶
が
今
日

ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
。

　
我
々
は
二
〇
〇
一
年
頃
か
ら
﹁
博
愛
社
史
研
究
会
﹂
を
立
ち
上
げ
﹆
資
料
整
理
と
そ
の
保
存
を
主
な
る
目
的
と
し
﹆
〇
七
年
か
ら

は
文
科
省
科
学
研
究
費
の
援
助
を
受
け
つ
つ
﹆
研
究
に
も
少
し
ず
つ
シ
フ
ト
し
て
き
た
。
博
愛
社
の
研
究
は
漸
く
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
あ
る
が
﹆
戦
前
ま
で
の
博
愛
社
の
歴
史
に
つ
き
﹆
今
後
の
研
究
へ
の
一
里
塚
と
し
て
﹆
博
愛
社
に
関
す
る
論
文
集
と
い
う
体
裁

で
ま
と
め
て
お
こ
う
と
企
画
し
﹆
今
回
﹆
上
梓
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
博
愛
社
史
研
究
は
ま
だ
入
り
口
に
さ
し
か
か
っ
た
状
況
で

は
あ
る
が
﹆
資
料
整
理
と
保
存
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
し
て
﹆
戦
後
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
﹆
博
愛
社
の
創
設
前
か
ら
お

よ
そ
半
分
の
時
期
に
相
当
す
る
戦
前
ま
で
の
歴
史
を
中
心
に
﹆
今
後
の
博
愛
社
史
研
究
を
見
据
え
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
﹆

本
章
に
お
い
て
創
設
者
の
小
橋
勝
之
助
が
如
何
な
る
経
緯
の
も
と
で
キ
リ
ス
ト
者
に
な
っ
た
か
を
一
瞥
し
﹆
各
章
の
内
容
を
辿
り
﹆

博
愛
社
研
究
へ
の
視
点
と
課
題
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
　博
愛
社
の
創
設
と
小
橋
勝
之
助
　

　
徳
川
幕
藩
体
制
の
終
焉
と
共
に
﹆
新
し
く
明
治
と
い
う
時
代
が
到
来
し
た
。
明
治
国
家
は
欧
米
か
ら
新
し
い
文
明
を
学
び
﹆
近
代

国
家
と
し
て
の
目
標
を
掲
げ
て
い
っ
た
。
し
か
し
こ
の
近
代
化
に
向
け
て
日
本
社
会
は
多
く
の
課
題
﹆
問
題
が
噴
出
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
幕
末
か
ら
維
新
時
の
混
乱
﹆
文
明
国
家
を
め
ざ
し
て
の
維
新
改
革
﹆
明
治
一
〇
年
代
に
は
国
会
開
設
を
め
ぐ
っ
て
各
地
で

自
由
民
権
運
動
が
展
開
さ
れ
る
。
明
治
国
家
は
﹁
殖
産
興
業
﹂﹁
富
国
強
兵
﹂
政
策
を
進
め
﹆
政
治
・
経
済
・
教
育
な
ど
国
家
に
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は
じ
め
に

　
本
書
は
一
八
九
〇
︵
明
治
二
三
︶
年
一
月
﹆
播
州
赤
穂
に
小こ

橋ば
し

勝
之
助
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
博
愛
社
の
歴
史
に
つ
い
て
﹆
戦
前

を
中
心
に
多
角
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
﹆
博
愛
社
は
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
大
阪
市
淀
川
区
十
三
の
地
に
児
童
養
護
施
設
﹆

高
齢
者
施
設
﹆
幼
稚
園
﹆
こ
ど
も
園
等
を
持
つ
総
合
施
設
と
し
て
陣
容
を
整
え
て
い
る
。
博
愛
社
の
隣
に
は
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
設
計
に
な
る
白
壁
の
端
麗
な
聖
せ
い
あ
が
な
い贖
主ぬ
し

教
会
の
塔
が
聳
え
﹆
堂
々
た
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
博
愛
社
は
創
設
さ
れ
て
一
三
三
年

の
歴
史
を
も
つ
日
本
で
も
有
数
の
伝
統
あ
る
福
祉
施
設
で
あ
る
。
し
か
し
創
設
者
小
橋
は
九
三
年
に
三
〇
歳
の
若
さ
で
夭
折
す
る
。

そ
の
一
年
後
﹆
弟
実
之
助
や
林
歌
子
ら
は
赤
穂
の
小
さ
な
村
か
ら
大
阪
府
大
仁
村
の
阿
波
松
之
助
の
家
に
博
愛
社
を
移
し
﹆
五
年
近

博
愛
社
の
歴
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て

室
田
保
夫

博愛社（現在の建物）

序 章

知
ら
れ
ざ
る
博
愛
社
の

実
像
を
明
ら
か
に
す
る

金
子
光
一
◉
東
洋
大
学
教
授

『
大
阪
児
童
福
祉
の
先
駆
　
博
愛
社
の
史
的
研
究
』「
は
じ
め
に
」よ
り

復
刻
版『
博
愛
雑
誌
』よ
り

1911（明治44）年ごろの博愛社社員
教会前で、前列左から3人目・小橋カツ
ヱ、4人目が林歌子、後列左から３人目
が小橋勝之助

博愛社小学校教室授業風景

家庭（ホーム）の食事風景
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刊行概要刊行概要史料・博愛社史料・博愛社

大
阪
児
童
福
祉
の
先
駆

博
愛
社
の

史
的
研
究

復
刻
版博

愛
雑
誌

全
１
巻

1933（昭和8）年以前　博愛社全景
（現在の大阪市淀川区十三）
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